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P崩壊は電子の放出以外に、中性子のが陽子pに
変わっていることも失っておこう、

全X のp崩壊の場合、

○
品....がある湾・〇「礫邈
槌...中性子と陽子 を区別なくf 呼ぶとき

の名称）核子に1個 核子ほな個のまま
しかし、電荷は十Eされる

これを式にすると

なx →鼻管Y t . i e + E
2

原子番号Z（電荷）がI増える.

* 8崩壊は、核子に変化はないが、エネルギーが光子
となってていていく on8線（光子）

"

で励起状態→

○基底状態
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① 質量数Aが変わるのは8崩壊のみで、
4ずつ減っていく。

「「
#

鷙」を4ずっ減らして
いって、ハーがとれる数字と

な ん で

一致する選択肢を見つける .

！の崩壊の回数で
原子番号2を合わ
せる
- _ - |
238U

$

崩坊學，。もう
238-4×8）

92 ↳ 92-（2×8）
これで質量数Aが合うのは
凶
2部b

とわかった。他の選択肢の質量数にはなれないのである.

（2）
（l）の考察より O 崩 壊 は 8，、上
が崩壊を8回したあとは
背口なので 𥓙Pbにするには.

B崩壊を上知して、原子番号を6増やせばよい。
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腎
半減期3回分の時間がたっているので、

E x E x ' s

=二倍、， になる。

（2）
半減期の回数をT.tnで示すと丰［回］といえる。
その回数分 も倍されるので

f h t e といえる。
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③

生きている間は

f ） とが i
残りは1とn というバランスが維持される。

枯れると、半減期に従い14Cが12Cに変わっていく。

牝の割合が、その25%（f）に減少していたことから、
半減期2回分、時間がたったと考えられる。

よ、て
t = 5 7 3 0 × 2 =1146-_-0年、 E1.15×104年

- _ - ， 、

%

補 足 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

半減期の公式N=Notや声を用いると

IN。=No.（かさな
残嶽N先の数は。かいてい残る割合

⇒ が1が

!

⇒ E T= 2
. ： t = 1 1 4，エ、
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③
（1）
核反応式を書くと以下のようになる。

E Rn t s !RaAt!Hemr。粒子がでていくお
It=222-4

=218，ー ー ，

Z = 8 6 - 2

=血，、
（2）
⑤ と私@で運動量が保存する。

⑤
Rnoひこ。

後〇
V

Tao @一つで
i n e

a g o g
質量比は 2 1 8 ： 4

（質量数の比）
Heの質量をm.RnAの質量をMとしたら.
i f = t

運動量の保存より
0 = m ひ ー M V
i . E=も . . .の

運動エネルギーの比Sは
に 、霽 =制が

① を代入して

SET（将）2=f=JE よって218：4
⇒ 5い
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13（ 2）補足
私 は 以下のように計算しました。やってることは変わらないですが、

参考までにどうぞ.
He

$

質量を4mとし
たら、R n Aの質量は 218mといえる。

（質量数の比より）
運動量保存の式をたてると

O = - 2 1 8 m V + 4 m ひ
⇒ V = 4-ひ・・・の

一方、運動エネルギーの比は
④ ：RnAOI.ttm .で： f.218mV2

① を代入して

f . 4m.で： E.218m.ltひ）2

⇒ 1：造
⇒ 2 1 8： 4
⇒ 54.5：1ーーーーい
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I T
問題文の式を1つずつ追いかけ、理解を進めよう.

- ON=入 No t . . . 1 0

この式を変形して、

袋=一入に
両辺を積分して

5楽=f-入dt
⇒ S i dN=一入 Idt
.： logN =一九七十CC=log

N o

" には積分定数，
た0のときN=Noなので

② 式を書き直すと

logN=一九七十logNo
logをまとめると

logN-logNo - _ -A t
⇒ 1蟣=一社
幽>0であるから

※ =でも ：.N=仏でた- _ - 、 い い
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13国続き
（ロ）

た T で N=主NOT進=主になっているということなので

NT=e-北に代入すると

⇒ I =e-がT t l（ロ）
（ハ）
両辺の自然、対数をとって

はI=logが「
⇒ logで - _ - A T loge

⇒ -log2= 一 X T

. ' . T = t =
，、韭
（ハ）

（二）
単位時間（1is）に崩壊する個数は一発といえる。
① 式を変形すると

- 笑=型いに） これが Iである .
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